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（1）養護に関わるねらい及び内容  

ね建   

一人一人の子どもが、  
①快適に生活できるようにする  

②健康で安全に過ごせるようにする   

一人一人の子どもの  
③生理的欲求が十分に満たされるようにする  

④健康増進が積極的に図られるようにする   

虫垂（要旨）  

①平常の健康状態や発育・発達状態の把握、速やかに   
適切に対応する  

②保健的で安全な保育環境の維持及び向上に努める。  
③子どもの生理的欲求を満たし、適切な生活リズムを   
つくる  

④適度な運動と休息、意欲的に生活できるよう援助する  

ね辿（要旨）   

一人一人の子どもが、  
①安定感をもって過ごせるようにする  

②自分の気持ちを安心して表わすことができる   

ようにする  

③自分を肯定する気持ちが育まれていくように   

する   

一人一人の子どもの  

④心身の疲れが癒されるようにする  

虫垂（要旨）  

①子どもの欲求を満たしながら、応答的な触れ合いや   
言葉がけを行う  

②子どもの気持ちを受容し、共感しながら継続的な信頼   

関係を築いていく  

③自発性、探索意識、自分への自信が持てるよう、成長   
の過程を見守り、適切に働きかける  
④活動内容のバランスや調和を図り、適切な食事や休息   
がとれるようにする。  
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・亡う   



保育士等は、一人一人の子どもの発達過程やその連続性を踏まえ、ねらいや内容を柔軟に  

扱うとともに、特に次の事項に配慮して保育しなければならない。  
2．保育の実施上の配慮事項  

（4）3歳以上児の保育に関わる配慮事項   

○生活に必要な態度や習慣を身に付けることの大切さ  

を理解し、適切な行動を選択できるよう配慮  
○自己を十分に発揮して活動することを通して、やり遂  

げる喜びや自信を持つことができるよう配慮  

（1）全般的な配慮事項  

○個人差を踏まえ、一人一人の気持ちを受け止め援助する  
○心身の健康への配慮  

○子どもの自己活動の尊重  

○入所時の保育への配慮  

○国籍や文化の違いへの配慮と尊重  

○性差や個人差への留意・固定的な意識を植え付けない  
○戸外などで全身を動かして意欲的に  動することに  

より体の諸機能の発達が促されるこ  

○けんかなど葛藤を経験しながら、次第   手の気持  

ちを理解し、相互に必要な存在であることを実感でき  
るよう配慮  

○生活や遊びを通して決まりがあることの大切さに気付  

き、自ら判断して行動できるよう配慮  
○自然との触れ合いにより感性、認識力、思考力、表  
現力が培われることを踏まえ、自然との関わりを深める  
ことができるようエ夫する  

（2）乳児保育に関わる配慮事項  

○心身の未熟さへの配慮・適切な判断と保健的対応を行う  

○生育歴の違いに留意一特定の保育士が応答に関わる  

○職員間の連携t嘱託医との連携、専門性を生かした対応  
○保護者との信頼関係一保護者への支援に努める  

○担当保育士が変わる際の連携・協力  

なりの言葉で  

の話しカ  

たり、話し合う  
○様々な方法で創意エ  

よう、必要な素材や用具、環境の設定に留意  
○保育所の保育が小学校以降の生活や学習の基盤の  
育成につながることに留意し、幼児期にふさわしい  
生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度など  
の基盤を培うようにする  
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第4章「保育の計画及び評価」   



指導計画の作成上、特に留意すべき事項  

障害の状態を把握し、  
のある子どもが他の  Fコ   

舌を通して共に成長できるよう、  
域社会との連携  

○家庭や地域の機関及び団体の協力を得て、地域の   
自然、人材、行事、施設等の資源を積 極的に活用   
し、豊かな生活体験■保育内容の充実が図られるよう   
配慮   

指導計画の中に位置付ける  

○個別の支援計画を作成するなど適切な対応を図る  

○柔軟に保育したり、個別の関わりが十分行える   
ようにする  

○家庭との連携・保護者との相互理解  

○専門機関との連携  






